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平成２１年５月１日 第 ６２号

私の視点

「 美 し い 那 須 連 山 を 仰 い で 」
西 郷 山 岳 会 会 長 真 船 真 氏

美しい森林づくり

平成 21年 度関東森林管理局の取り組みについて
企 画 調 整 室 長 石 井 洋

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/



関
東
森
林
管
理
局
で
は
森
林
・
林
業
基

本
計
画
の
下
で
、
新
た
な
管
理
経
営
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
を
旨
と
し
た
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
「
美
し
い
森
林
づ
く

り
」
の
推
進
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
は
じ
め
と

す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
多
様
で
活

力
あ
る
森
林
の
整
備
や
木
材
の
安
定
供
給

等
に
率
先
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

美
し
い
森
林
づ
く
り
の
推
進

ア

多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全

を
図
る
た
め
、
誘
導
伐
や
受
光
伐
、
保

育
間
伐
な
ど
を
実
施
し
、
長
伐
期
化
、

複
層
林
化
、
天
然
力
の
活
用
等
に
よ
る

針
広
混
交
林
化
等
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

イ

森
林
吸
収
目
標
１
，
３
０
０
万
炭
素

ト
ン
の
達
成
に
向
け
て
、
吸
収
源
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
を
効
率
的
か

つ
確
実
に
増
や
す
た
め
に
、
森
林
整
備

事
業
や
保
安
林
整
備
事
業
に
よ
る
間
伐

等
の
着
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

ウ

林
道
等
路
網
整
備
に
つ
い
て
は
、
森

林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
を
推
進
す
る

た
め
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

現
地
に
即
し
た
工
種
・
工
法
の
採
用
、

低
コ
ス
ト
化
の
推
進
、
間
伐
材
等
木
材

の
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

エ

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

ア

原
生
的
な
天
然
生
林
や
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
に
つ

い
て
は
、
保
護
林
や
「
緑
の
回
廊
」
の

設
定
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
希
少
野

生
動
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

イ

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連

携
に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全
等
の
自
然

再
生
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

ウ

オ
オ
タ
カ
の
生
息
に
配
慮
し
た
森
林

施
業
を
行
う
た
め
の
モ
デ
ル
森
林
の
設

定
、
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加
さ

れ
た
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
種
対

策
や
利
用
ル
ー
ル
の
定
着
、
試
験
放
鳥

さ
れ
た
ト
キ
の
生
息
に
適
し
た
森
林
づ

く
り
方
策
の
検
討
な
ど
、
地
域
に
応
じ

た
特
徴
の
あ
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

エ

野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
て
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
個
体
数
管
理
や

生
息
環
境
の
整
備
・
保
全
の
モ
デ
ル
的

な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
の
安
定

供
給

ア

民
有
林
と
連
携
し
な
が
ら
、
簡
易
で

崩
れ
に
く
い
作
業
路
の
整
備
や
高
性
能

林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
低
コ
ス
ト
・

高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

イ

コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
実
証
的
な
植

栽
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
産

工
程
を
含
め
た
技
術
開
発
を
行
い
、
低

コ
ス
ト
造
林
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
実
施

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ウ

森
林
整
備
の
推
進
に
伴
い
生
産
さ
れ

る
木
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も

に
、
小
径
材
の
大
ロ
ッ
ト
化
、

林
地

残
材
の
チ
ッ
プ
原
料
へ
の
活
用
等
に
よ

り
木
材
利
用
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営

ア

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
や
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

通
じ
た
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
継
続
的
な
情

報
の
提
供
、
率
直
な
意
見
や
要
望
を
い

た
だ
く
取
組
を
通
じ
て
、
双
方
向
の
情

報
・
意
見
の
交
換
を
推
進
し
ま
す
。

イ

学
校
等
が
体
験
活
動
等
を
実
施
す
る

た
め
の
「
遊
々
の
森
」
や
学
校
分
収
造

林
の
設
定
・
活
用
、
森
林
・
林
業
に
関

す
る
体
験
学
習
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

の
整
備
等
を
通
じ
て
、
森
林
環
境
教
育

の
推
進
等
に
努
め
ま
す
。

ウ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
に
よ
る
森
林

保
全
活
動
の
活
発
化
等
の
状
況
を
踏
ま

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
主
的
な
森
林
整
備

活
動
等
を
支
援
す
る
た
め
の｢

ふ
れ
あ

い
の
森｣

や
企
業
が
参
加
す
る
森
づ
く

り
の
推
進
等
に
努
め
ま
す
。

エ

地
元
産
業
の
振
興
等
に
資
す
る
国
有

林
野
の
貸
付
け
や
売
払
い
、
分
収
林
制

度
の
活
用
、
森
林
空
間
の
総
合
利
用
等

を
通
じ
て
地
域
振
興
へ
の
寄
与
に
努
め

ま
す
。
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平
成
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り



養
成
研
修
専
攻
科
生
（
第
48
期
）
へ
講
義

３
月
26
日
、
森
林
技
術
総
合
研
修
所
に

お
い
て
林
野
庁
の
若
手
職
員
を
対
象
と
し

た
平
成
20
年
度
養
成
研
修
専
攻
科
の
授
業

で
赤
谷
セ
ン
タ
ー
所
長
が
講
師
と
し
て
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
つ
い
て
講

義
を
し
ま
し
た
。

全
国
11
箇
所
に
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
や
業
務

内
容
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
日

本
の
政
策
の
歴
史
的
背
景
等
を
説
明
の
上
、

現
在
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
わ
れ
て

い
る
官
民
協
働
に
よ
る
生
物
多
様
性
復
元

に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

そ
の
後
、
地
元
と
の
関
係
や
国
有
林
の
事

業
実
行
と
の
調
整
、
生
物
多
様
性
の
復
元

に
向
け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
詳
細
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
の
保
全
・
復
元
に
必
要
な

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
今
回

の
講
義
が
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

「
赤
谷
の
日
」
の
活
動

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
毎
月
、
第

一
土
・
日
曜
日
を
「
赤
谷
の
日
」
と
名
付

け
、
東
京
や
神
奈
川
か
ら
の
参
加
者
を
含

め
毎
回
約
30
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
「
い

き
も
の
村
」
を
活
動
拠
点
と
し
て
様
々
な

調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
ホ
ン
ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
、
木
の
実
豊
凶
調
査
及
び
南
ヶ

谷
湿
原
の
植
生
調
査
な
ど
、
お
お
よ
そ
決

ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
て
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
各
人
が

未
経
験
の
調
査
研
究
活
動
も
体
験
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
同
士
の
情
報
の
共
有
や
「
赤
谷

の
森
」
に
対
す
る
総
合
的
な
知
見
を
高
め

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
４
月
の
第
一
日
目
は
、
調
査
に

全
員
が
参
加
し
て
、
赤
谷
林
道
、
小
出
俣

林
道
及
び
雨
見
林
道
な
ど
で
ホ
ン
ド
テ
ン

の
糞
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

な
か
な
か
糞
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、
マ
ー

キ
ン
グ
を
兼
ね
て
落
石
の
上
な
ど
目
立
つ

と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
餌
と
し
て
い
る
動
植
物
に
よ
り
糞

の
形
状
や
色
も
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分

析
を
通
じ
て
「
赤
谷
の
森
」
の
様
子
を
解

明
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
識

が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、
「
赤
谷
の
森
」
を
よ
く

知
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
サ
ポ
ー
タ
ー

が
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
な
い
赤
沢
林

道
や
保
土
野
林
道
で
、
春
の
「
赤
谷
の
森
」

に
ど
ん
な
動
植
物
が
い
る
か
、
ま
た
、
こ

の
森
の
歴
史
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

「
赤
谷
の
日
」
前
の
数
日
間
は
、
冷
え

込
み
が
厳
し
か
っ
た
た
め
春
も
足
踏
み
状

態
で
し
た
が
、
こ
の
日
は
キ
ク
ザ
キ
イ
チ

ゲ
や
マ
ン
サ
ク
も
開
花
し
、
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ

ウ
も
元
気
よ
く
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
と
平
行
し
て
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
会
議
委
員
で
あ
る
国
士
舘
大
学
の
中

井
達
郎
さ
ん
が
同
行
し
て
、
南
ヶ
谷
湿
原

の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
湿
原
独

特
の
植
物
や
昆
虫
も
存
在
す
る
た
め
、

「
赤
谷
の
日
」
に
お
け
る
調
査
な
ど
に
基

づ
き
、
今
年
度
は
全
体
の
保
全
計
画
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

「
赤
谷
の
日
」
の
活
動
は
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
え
る
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
今

後
も
面
白
く
か
つ
有
意
義
な
内
容
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（３）平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号

専攻科講義

ホンドテンモニタリング調査の様子

キクザキイチゲ

クジャクチョウ



平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号（４）

幹
部
の
紹
介

４
月
１
日
付
（

）
は
前
職

関
東
森
林
管
理
局
次
長

「
東
京
事
務
所
長
」

安
藤

伸
博

あ

ん

ど

う

の

ぶ
ひ

ろ

〈
略

歴
〉

出

身

愛
知
県

昭
和
54
・
４

林
野
庁
入
庁

昭
和
62
・
４

秋
田
営
林
局
生
保
内
営
林

署
長

平
成
３
・
８

林
野
庁
業
務
部
経
営
企
画

課
課
長
補
佐

平
成
７
・
８

北
海
道
林
務
部
森
林
計
画

課
長

平
成
13
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山

課
水
源
治
山
対
策
室
長

平
成
15
・
８

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
計

画
部
長

平
成
17
・
４

（
独
）
緑
資
源
機
構
森
林

務
部
長

平
成
20
・
４

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

森
林
業
務
部
長

平
成
21
・
４

関
東
森
林
管
理
局
次
長

「
東
京
事
務
所
長
」

総

務

部

長

長
口

深

ち
ょ
う
ぐ
ち

ふ
か
し

〈
略

歴
〉

出

身

熊
本
県

昭
和
47
・
４

熊
本
営
林
局
矢
部
営
林
署

入
庁

平
成
８
・
４

長
野
営
林
局
諏
訪
営
林
署

長

平
成
11
・
12

林
野
庁
林
政
部
森
林
組
合

課
課
長
補
佐

平
成
13
・
１

林
野
庁
林
政
部
企
画
課
課

長
補
佐

平
成
14
・
４

林
野
庁
林
政
部
木
材
課
課

長
補
佐

平
成
16
・
４

林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理

課
課
長
補
佐

平
成
18
・
４

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
島

根
森
林
管
理
署
長

平
成
21
・
４

関
東
森
林
管
理
局
総
務
部

長

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
総
務
部
総
務
課
長

佐
藤

義
雄

（
企
画
調
整
室
監
査
官
）

▽
総
務
部
職
員
厚
生
課
長

高
橋

忠
男

（
企
画
調
整
室
監
査
官
）

▽
森
林
整
備
部
販
売
課
長

樋
口

一
雄

（
福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
長)

▽
計
画
部
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

林
田

栄

（
（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基
金
林
業
部
管
理

課
課
長
補
佐
）

森
林
管
理
署
長
等

▽
棚
倉
森
林
管
理
署
長

嶋
田

忠

（
総
務
部
職
員
厚
生
課
長
）

▽
吾
妻
森
林
管
理
署
長

梨
本

正
昭

（
棚
倉
森
林
管
理
署
長
）

▽
中
越
森
林
管
理
署
長

枝
澤

修

（
東
北
森
林
管
理
局
青
森
森
林
管
理
署
長
）

▽
福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
長

廣
野

喜
美
夫

（
中
越
森
林
管
理
署
次
長
）

▽
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
長

竹
内

学

(

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
温
暖
化
対
応
推

進
拠
点
温
暖
化
対
応
推
進
室
）

▽
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
長

塩
生

勝
則

（
森
林
整
備
部
治
山
技
術
専
門
官
）

日
頃
の
忙
し
さ
か
ら
離
れ
て
、
森
林
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

国
有
林
野
事
業
を
照
会
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

足
尾
に
よ
み
が
え
っ
た
森
林
を
見
よ
う

～
国
有
林
野
事
業
の
成
果
～

実
施
日

平
成
21
年
5
月
29
日
（
金
）

参
加
定
員
25
名

「
奥
利
根
水
源
の
森
」
と
一
面
の
ユ

リ
を
見
に
行
こ
う

実
施
日

平
成
21
年
8
月
7
日
（
金
）

参
加
定
員
25
名

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に

お
電
話
を

関
東
森
林
管
理
局

指
導
普
及
課

０
２
７-

２
１
０-

１
１
７
５



４
月
７
日
、
各
森
林
管
理
署
等
へ
配
属

さ
れ
た
新
規
採
用
者
等
が
新
規
採
用
研
修

の
開
校
式
に
臨
み
ま
し
た
。

新
規
採
用
職
員
Ⅱ
種
10
名
、
Ⅲ
種
12
名

の
総
勢
22
名
を
紹
介
し
ま
す
。

採
用
者
は
、
研
修
終
了
後
そ
れ
ぞ
れ
の

所
属
先
で
職
務
に
つ
き
ま
す
が
、
先
輩
方

も
厳
し
さ
の
中
に
も
思
い
や
り
を
も
っ
て
、

指
導
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
Ⅱ
種
（
写
真
後
列
右
か
ら
）

吾
妻
森
林
管
理
署

塩
見

修
平

し
お
み　
　

し
ゅ
う
へ
い

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

知
野

隆
貞

ち
の　

た
か
さ
だ

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

日
尾

麻
美

ひ

お
　

　

あ

さ

み

中
越
森
林
管
理
署

酒
井

文
子

さ

か

い　

　

ふ

み

こ

福
島
森
林
管
理
署

岡
川

善
尚

お
か
が
わ　

よ
し
な
お

磐
城
森
林
管
理
署

湯
本

仁

ゆ

も

と
　

ひ

と

し

茨
城
森
林
管
理
署

高
橋

健

た

か

は

し
　

け

ん

中
越
森
林
管
理
署

篠
原

直
生

し
の
は
ら　
　

な
お
き

天
竜
森
林
管
理
署

大
澤

智
也

お
お
さ
わ　
　

と
も
や

棚
倉
森
林
管
理
署

田
中
ゆ
り
子

た

な

か
　

　

　

こ

新
規
採
用
Ⅲ
種
（
写
真
前
列
右
か
ら
）

下
越
森
林
管
理
署

板
野

治
由

い
た
の　

は
る
よ
し

上
越
森
林
管
理
署

丸
山

良
太

ま
る
や
ま　

り
よ
う
た

利
根
沼
田
森
林
管
理
署

西
村

優
希

に
し
む
ら　

ゆ
う
き

静
岡
森
林
管
理
署

小
林

隆
司

こ
ば
や
し　

り
ゅ
う
じ

群
馬
森
林
管
理
署

中
本

貴
博

な
か
も
と　

た
か
ひ
ろ

塩
那
森
林
管
理
署

藤
原

佳
祐

ふ
じ
わ
ら　

け
い
す
け

磐
城
森
林
管
理
署

伊
久
間
祥
平

い
く
ま　

し
ょ
う
へ
い

吾
妻
森
林
管
理
署

河
西

里
奈

か

さ

い
　

り

な

伊
豆
森
林
管
理
署

橋
本
由
貴
乃

は
し
も
と　

ゆ
き
の

山
梨
森
林
管
理
事
務
所

森
瀧

純
一

も
り
た
き　

じ
ゅ
ん
い
ち

茨
城
森
林
管
理
署

福
山

雄
祐

ふ
く
や
ま　

ゆ
う
す
け

福
島
森
林
管
理
署

白
河
支
署

町
田

貴
弘

ま
ち
だ　

た
か
ひ
ろ

平
成
21
年
度
関
東
森
林
管
理
局
の
安
全

祈
願
式
が
４
月
13
日
（
月
）
前
橋
市
元
総

社
町
の
上
野
総
社
神
社
に
お
い
て
、
小
林

局
長
、
長
口
総
務
部
長
、
河
野
森
林
整
備

部
長
及
び
関
係
課
長
等
が
出
席
し
、
厳
粛

の
う
ち
に
執
り
行
わ
れ
、
重
大
災
害
の
撲

滅
を
期
す
る
と
と
も
に
、
ゼ
ロ
災
を
祈
願

し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
お
け
る
当
局
の
労
働
災

害
の
発
生
件
数
は
11
件
で
、
前
年
度
に
比

較
し
２
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
災
害

の
主
な
原
因
は
、
転
倒
・
滑
落
な
ど
足
元

の
確
認
不
足
に
よ
る
も
の
や
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
で
す
。

特
に
交
通
事
故
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
重

大
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
の
で
、
公
私
を
問
わ
ず
、

安
全
運
転
・
防
衛
運
転
に
徹
し
、
交
通
事

故
の
撲
滅
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

(

職
員
厚
生
課
）

（５）平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号

新
規
採
用
者
の
紹
介

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の

新
た
な
担
い
手

安全祈願をする局幹部

労
働
災
害
の
撲
滅
を
願
い

安

全

祈

願



緑
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
西
郷
村
は
、

福
島
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
西
に
は
日

光
国
立
公
園
が
広
が
り
、
那
須
火
山
系
の

最
高
峰
１
，
９
５
７
㍍
の
三
本
槍
を
始
め
、

旭
岳
、
甲
子
山
と
那
須
連
山
が
美
し
い
姿

を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
山
の
東
斜
面
に
広
が
る
原
生
林

は
、
日
本
海
気
候
と
太
平
洋
気
候
が
ぶ
つ

か
り
あ
う
こ
と
か
ら
、
両
気
候
の
特
性
を

も
つ
植
生
が
見
ら
れ
、
非
常
に
多
く
の
種

類
の
草
木
が
自
生
し
て
居
り
ま
す
。

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
な
ど
多

く
の
花
々
が
咲
き
ほ
こ
り
、
夏
に
は
ブ
ナ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
の
原
生
林
を
涼
風
が
吹
き
抜
け
、

秋
に
は
渓
流
に
映
え
る
紅
葉
の
美
し
さ
は

見
事
で
、
古
く
か
ら
松
平
定
信
公
を
始
め

多
く
の
歌
人
、
墨
客
が
詩
歌
を
詠
み
紀
行

文
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
の
源
流
の
こ
の
周
辺
に
は
88

個
も
の
滝
が
有
る
と
云
わ
れ
、
中
で
も
阿

武
隈
雄
滝
、
雌
滝
は
昔
か
ら
逢
隈
滝
（
お

お
く
ま
だ
き
）
と
云
っ
て
信
仰
の
対
象
で
、

10
時
間
以
上
も
歩
い
て
、
干
ば
つ
の
時
に

は
雨
乞
い
の
お
祈
り
を
し
、
豊
作
の
時
に

は
感
謝
の
心
を
こ
め
て
御
礼
の
祈
り
を
す

る
な
ど
、
水
神
様
の
御
神
体
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
来
て
い
ま
す
。

樹
木
で
は
、
剣
桂
と
云
う
樹
齢
３
０
０

年
、
樹
高
35
㍍
の
桂
の
大
木
が
あ
り
、
霊

経
あ
ら
た
か
な
る
木
と
し
て
村
人
た
ち
の

厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

昔
こ
の
地
に
鬼
神
が
現
れ
甲
子
路
を
旅
す

る
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
の
で
、
時
の
城

主
松
平
楽
翁
公
が
旅
人
の
難
儀
を
救
う
た

め
剣
を
も
っ
て
鬼
神
を
こ
の
桂
の
木
に
封

じ
込
め
た
と
云
わ
れ
て
い
る
伝
説
も
伝
わ
っ

て
、
旅
行
安
全
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
12
年
に
は
「
全
国
巨
樹
巨

木
百
選
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
連
山
を
仰
い
で
季
節

を
知
り
、
天
気
の
予
想
を
し
て
仕
事
を
す

る
の
が
村
人
達
の
生
活
で
、
連
山
を
神
様

と
し
て
崇
め
て
い
ま
す
。

戦
中
戦
後
の
国
有
林
の
乱
伐
に
よ
り
大

切
な
も
の
も
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
は

回
復
し
つ
つ
有
り
ま
す
。

今
後
は
育
林
の
視
点
か
ら
自
然
を
保
護

す
る
た
め
に
、
管
理
歩
道
の
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
森
林
管

理
署
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
達
も
源
流
の
里
の
責
任
者
と
し
て
清

流
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
豊
か
な
自
然

環
境
保
全
に
は
特
に
努
力
し
、
美
し
い
環

境
に
は
健
康
で
心
清
ら
か
な
人
々
が
育
つ

こ
と
を
信
じ
、
山
岳
地
帯
の
清
掃
登
山
、

ご
み
の
持
ち
帰
り
運
動
等
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号（６）

私
の
視
点

「
美
し
い
那
須
連
山
を
仰
い
で
」

西
郷
山
岳
会
会
長

真
船

真

美しい那須連峰

雄大な「雄滝」

樹齢３００年の「剣桂」



私
の
勤
務
す
る
須
賀
川
森
林
事
務
所
は
、

栃
木
県
北
東
部
、
茨
城
県
と
隣
接
す
る
八

溝
山
地
に
位
置
す
る
大
田
原
市
黒
羽
地
区

（
旧
黒
羽
町
）
を
管
轄
区
域
と
し
て
い
ま

す
。当

地
域
は
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
良
質

な
八
溝
材
の
生
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

管
理
面
積
は
、
２
，
１
２
３
㌶
で
全
体

の
90
㌫
以
上
を
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

が
占
め
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
植
付
け

か
ら
伐
採
ま
で
各
種
の
作
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

森
林
事
務
所
の
あ
る
黒
羽
地
区
は
奥
の

細
道
の
道
中
で
、
松
尾
芭
蕉
が
２
週
間
に

わ
た
り
滞
在
し
た
と
こ
ろ
で
も
知
ら
れ
、

多
く
の
名
句
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
暦
１
，
２
８
３
年
、
北
条
時

宗
の
時
代
に
後
嵯
峨
天
皇
の
第
３
皇
子
、

仏
国
国
師
が
禅
堂
を
開
い
た
臨
済
宗
東
山

雲
厳
寺
が
あ
り
ま
す
。
本
寺
院
は
、
筑
前

の
聖
徳
寺
、
紀
州
の
興
福
寺
、
越
前
の
永

平
寺
と
並
ん
で
日
本
４
大
道
場
の
一
つ
と

さ
れ
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
の
参
禅
者
が

多
く
訪
れ
ま
す
。

管
内
北
部
の
如
来
入
国
有
林
に
は
樹
齢

５
０
０
年
、
幹
周
り
５
㍍
、
樹
高
10
㍍
の

巨
大
ブ
ナ
が
あ
り
、
地
元
山
の
会
で
は

「
太
郎
ブ
ナ
」
と
名
付
け
、
樹
勢
の
衰
え

た
こ
の
ブ
ナ
を
見
守
り
な
が
ら
何
と
か
元

気
に
さ
せ
た
い
と
種
々
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

平
成
18
年
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
樹

木
育
成
研
究
会
」
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
元
山
の
会
と
の
共
催
に
よ
り
現
地
に
お

い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ブ
ナ
の

治
療
方
法
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

当
森
林
事
務
所
で
も
地
元
山
の
会
と
協

力
し
な
が
ら
周
囲
の
ヒ
ノ
キ
を
伐
採
し
、

照
度
の
確
保
を
図
っ
た
り
、
幹
や
枝
の
保

護
の
た
め
支
え
木
に
よ
る
補
強
作
業
を
し

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
、
林
木
遺
伝
子
銀

行
１
１
０
番
を
利
用
し
た
ク
ロ
ー
ン
苗
の

育
成
を
図
り
、
現
在
６
本
の
苗
木
が
育
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
ク
ロ
ー
ン
苗
を
植
樹
し
地
元
山

の
会
と
と
も
に
、
二
世
苗
木
の
育
成
保
護

活
動
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

森
林
官
と
し
て
早
く
も
４
年
目
の
勤
務

に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
職
員
３
名
、

中
で
も
作
業
班
長
は
山
の
地
図
が
頭
に
イ

ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
正
確
さ
は

Ｇ
Ｉ
Ｓ
も
か
な
わ
な
い
精
度
で
、
日
々
、

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か

ら
新
規
採
用
者
が
加
わ
り
、
よ
り
一
層
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
労
働
安
全
の
確
保
に
心

が
け
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
の
使
命
が
木
材
の
供
給
を
柱
と

し
た
時
代
か
ら
、
水
土
保
全
や
生
物
多
様

性
の
確
保
等
の
公
益
的
機
能
を
重
視
し
た

管
理
経
営
を
目
指
す
時
代
と
な
り
、
よ
り

一
層
き
め
細
か
な
森
林
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
30
年
代
に
植
林
さ
れ
た
分

収
造
林
地
も
伐
期
を
迎
え
、
造
林
者
か
ら

「
こ
ん
な
時
代
に
な
る
と
は
・
・
・
」
と

さ
み
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
循
環
資

源
で
あ
る
木
質
資
源
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、

山
村
の
林
業
・
林
産
業
が
も
っ
と
も
っ
と

見
直
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、

当
時
と
同
じ
よ
う
に
林
業
に
夢
を
抱
け
る

よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

（７）平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号
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那
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理
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新
緑
の
妙
高
笹
ヶ
峰
高
原
で
開
催
し

ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
い
ま
す
。

実
施
日

平
成
21
年
5
月
24
日
（
日
）

集
合
場
所

笹
ヶ
峰
ダ
ム
・
乙
見
湖
駐
車
場

参
加
定
員

先
着
２
０
０
名

詳
し
く
は
左
記
に
お
電
話
を

上
越
森
林
管
理
署

０
２
５-

５
２
４-

２
１
８
０

妙
高
山
は
、
新
潟
県
南
西
部
、
長
野

県
境
に
あ
る
妙
高
火
山
群
の
主
峰
で
、
上

信
越
高
原
国
立
公
園
に
属
し
、
富
士
火
山

帯
の
北
端
に
あ
た
る
二
重
式
火
山
で
、
円

頂
の
中
央
火
口
丘
を
形
成
し
て
お
り
、
標

高
２
，
４
５
４
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
名
は
、
古
く
は
「
越
の
中
山
」
と
呼

こ

し

の

な

か

や

ま

ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
好
字
二
字
令
に
よ

り
「
名
香
山
」
と
当
て
字
さ
れ
、
そ
れ
が

「
み
ょ
う
こ
う
ざ
ん｣

と
読
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
「
妙
高
山
」
の
字
が
当
て
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
名
を

越
後
富
士
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

妙
高
山
を
囲
む
よ
う
に
２
千
㍍
級
の
カ

ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
、
中
央
火
口
丘
と
の

間
に
は
狭
い
火
口
原
が
あ
り
、
そ
の
南
地

獄
谷
、
北
地
獄
谷
か
ら
は
、
豊
富
な
温
泉

源
が
あ
り
、
裾
野
の
温
泉
郷
へ
は
こ
こ
か

ら
引
き
湯
さ
れ
て
い
ま
す
。
妙
高
高
原
に

は
７
つ
の
温
泉
郷
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
５

つ
の
泉
質
・
３
色
の
温
泉
で
、
全
国
的
に

も
珍
し
く
、
妙
高
の
大
自
然
に
包
ま
れ
て
、

心
身
と
も
に
癒
さ
れ
る
温
泉
地
と
し
て
有

名
で
す
。

昭
和
53
年
に
は
妙
高
山
を
源
と
す
る
白

田
切
川
上
流
の
国
有
林
に
お
い
て
、
大
規

模
な
地
す
べ
り
性
の
崩
壊
が
発
生
し
、
そ

れ
が
土
石
流
と
な
っ
て
流
れ
下
り
、
家
屋

全
壊
27
戸
、
死
者
13
名
、
重
傷
者
１
名
、

被
害
総
額
56
億
円
を
超
え
る
甚
大
な
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
災
害
か
ら
30
年
目
を
迎
え
た

た
め
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
防
災
の
た
め
の
集
い
を
開

催
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
13
名
の
方
の
御
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

当
署
で
は
、
災
害
復
旧
治
山
工
事

と
し
て
、
平
成
２
年
度
の
工
事
完
成

ま
で
約
35
億
円
を
投
じ
、
治
山
ダ
ム

等
を
施
工
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
上

流
部
に
お
い
て
、
治
山
ダ
ム
を
施
工

し
、
土
石
流
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
自
然
環
境
の

妙
高
山
で
す
が
、
残
雪
が
残
る
５
月

頃
に
は
、
山
腹
に
「
は
ね
馬
」
の
雪

形
が
現
れ
、
山
麓
か
ら
一
気
に
雪
解

け
が
進
み
ま
す
。
妙
高
山
の
山
開
き

は
７
月
１
日
で
、
登
山
口
は
燕
温
泉
が
表

つ
ば
め

口
で
、
新
赤
倉
温
泉
口
・
池
ノ
平
温
泉
口

と
笹
ヶ
峰
口
か
ら
は
年
間
約
３
万
５
千
人

の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笹
ヶ

峰
口
は
火
打
山
や
平
成
18
年
12
月
に
入
山

規
制
解
除
と
な
っ
た
焼
山
へ
の
縦
走
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
、
週

末
を
中
心
に
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
、
観
光
客
や
登
山
者
に
入
林
マ
ナ
ー

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、

妙
高
山
周
辺
の
自
然
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
元
自
治
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、

保
全
管
理
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
上
越
森
林
管
理
署
広
報
連
絡
官
）

平成２１年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６２号 （８）
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■

Ｆ
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２
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１
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お
詫
び
と
訂
正

平
成
21
年
4
月
1
日
61
号
に
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

「
森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り
」
の
伊
豆

森
林
管
理
署
狩
野
森
林
事
務
所
森
林

官
の
氏
名
を
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま

す
。

狩
野
森
林
事
務
所

森
林
官

矢
田
部

彰
久

はね馬


